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（１）開発メンバーの「思い」
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１ 開発の背景
（１）子どもの日本語教育現場の状況
これまでの研修等で聞かれた声

日本語教育について学んだり、経験していないので…

・何をどの順に教えていいか分からない

・教え方が分からないので、参考にできる指導の具体例が欲しい

・文字・語彙・文型・運用のための活動の組み合わせ方が分からない

・発達段階に合った言語活動のイメージができない

色々なシラバス（学習項目一覧）や教科書もあるけれど…

・項目を見てもどう教えていいか分からない

・現場によって指導時間が異なるのでそのまま実施できない

子どもが意欲的に学べる状況を作ることができず…

・文字や語彙を繰り返し練習しても、運用につながらない

・周囲の子どもとのやりとりへと広がりにくい …等



（２）本プログラム開発の考え方

生活・学習上の問題や課題を解決するためのことばの力を育むために…

☑子どもが社会や学校で何ができるようになるかを意識（目指す子ども像）

☑心身・認知面の発達に応じた学び方を重視（活動参加を通じたことばの学習）

☑意味のある文脈で課題を遂行する過程への参加（トピック・タスクの設定）

☑教科等学習に参加するための日本語力として伸長（教科と日本語の統合学習)…2026年度

☑課題遂行過程で必要な日本語の知識・技能を明確化（コア日本語）

→日本語のプログラム開発

学習項目一覧（トピック型と技能・タスク型＋コア日本語)

学習活動の具体例（活動・ユニット案）

★現場の状況、子どもの実態に合わせて

コース設計 ：プログラムを選択 → 学習項目を選択 → コースに配置

授業デザイン：活動・ユニット案を参考にして、

「教室」に合った授業計画にアレンジ



２ 開発の過程 （１）開発メンバーの「思い」
開発メンバー：

日本語教育・支援の場で、日々子どもたちに接している教員
開発会議で：
互いの実践を紹介し合い「実践で大事にしていること」を共有
「こう育ってほしい」「数年後のゴール（目指す子ども像」といった
大きな目標を検討

最終的に「どんな子どもになってほしいか」がないと、
「（まだ）できないこと」にのみ目が行ってしまい、語彙・
文法、表記等の言語形式の知識獲得（覚えること）を目標に
設定しがち

日本で学ぶことを楽
しいと思えるように

子ども自身が学び方の
工夫ができたら・・・

「できる」ことで達成感が味わ
える！自己肯定感が高まる！

自信をもって
社会と関わりをもち、参加できる…周囲
の子どもも変われるような活動に



（２）活動・ユニット案の開発
⇔ 学習項目一覧（シラバス）

よくある教科書等の例

学習項目（文型・語彙）リスト

→ 例文 ＋ 場面を設定した会話等

本プログラムの開発では…

プログラム全体の構造の共有

→ トピック・活動案／技能・タスク活動案の開発

→ 学習項目一覧の作成

（並行して コア日本語※として学習する項目の抽出）

※コア日本語＝基本文型（文法）＋基本語彙（＋文字・表記）



（３）トピック、技能・タスク（学習項目）の例

2026年度

☆技能・タスク型プログラ
ムは、低学年では単独では
実施せず、トピック型のユ
ニットの最終段階での表現
活動として実施する。



3 活動・ユニット案の見方
（構成）



初見の方にも分かりやすいよう
流れを 1枚に

1ユニットにつき
20～25分程度
×複数回の活動

↓
使える時間に合わ
せて取捨選択でき
るように

概要 学習活動案

技能・タスク型の場合はここ
に「主な技能」「タスク」の
項目が入る



子どもの生活・学習場面でよく使われる基本的
な文型・文法事項、語彙（初期段階で利用され

ている教科書等を参考に選定）

主にどのような子に
（学年、ことばの力）

1ユニットにつき
20～25分程度
×複数回の活動

↓
使える時間に合わ
せて取捨選択でき

るように



文化的背景への配慮も

子ども自身が、学習スタイルや
経験、学習条件や環境に応じて、
より効果的に円滑に理解・表
現・記憶・活用するために、能
動的に行う学習行動

文化的配慮、社会的背景、家族
の状況等への配慮も含めて。

この活動案を実施する上で、全体を
通じて留意が必要な点。（各回の学
習指導案の留意点欄では割愛）

この活動案を、次の二つの場
合にどう調整・アレンジするか。
〇対象児童生徒が異なる場合、
〇他のプログラムや教科学習と
関連付け手実施する場合



△指導時に留意が必
要な点…ただし、全
体に共通留意点は、
概要に記載

〇活動で利用する教材・教具

目標で挙げた言語事項（語
彙・文型等）を、活動参加の
ために、どのように運用する
かを例示。活動によって会話
（教師と子ども、子ども同
士）、発表モデル、作文モデ
ルで具体的に示す。





この活動案の設計において参考に
した教材や資料。
実施時には、これを活用したり、
参考にして教材を開発したりでき
る。


